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私たちはシステム・デザインの技法を使って、新しく

生み出される科学技術と社会との相互作用を記述し、そのインパ

クトを可視化する手法を開発しています。採用する技法は決して

複雑なものではありませんが、多様で複雑なシステムの全体像を
把握し、その鍵となる箇所やメカニズムを捉え、可視化すること

に優れています。たとえば、右図は私たちが今回のプロジェクト

で使用する技法を使って新型コロナ感染症の問題を可視化するた

めに作成した図で、2020年4月5日にネット上で公開いたしました。
当時十分に指摘されていなかった重要なメカニズム（検査と感染

拡大の関係）が簡潔にわかりやすく表現されています。

科学技術が社会にもたらすインパクトは、主に科学技術と社会の界面で生じる科学技術と社会の多様かつ複雑な

相互作用の産物であり、科学技術と社会が相互に影響を及ぼし合う過程で産み出される。したがって、科学技術に関する

研究をすすめる上で、その研究の開始時点・実施時点・終了時点、さらには終了後のそれぞれの段階において、その社会

インパクトを的確に評価・検証し、研究に対してフィードバックを行い、また研究者と相互作用を図ることが大切である。
本企画調査は、現代の科学技術のもつ、科学技術と社会の多様で複雑な関係の中で生まれる社会インパクトについて、シス

テム・デザインの手法を援用して、研究開発のそれぞれの時点で、社会インパクトを評価・検証し、適切なフィードバック

を得ることを目指して、社会インパクトを可視化し、そのことについて研究実施者とそれ以外のアクターが共有する手法の

基本設計を行う。
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システム・デザインの手法による科学技術の社会インパクトの可視化と
共創システムの基本設計




